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 要  旨 
視聴覚メディアの発達に伴い，より高い現実感を再現する技術が着目されている．その中でも
触覚の呈示は，立体映像などと並んで「呈示されているものと自己の物理的距離感（臨場感）」を
端的に表現できる手段である．このことは触覚呈示が単なる受動的な鑑賞にとどまらず，ゲーム
や遠隔コミュニケーションなど，インタラクティブ性（能動性）を伴った数多くの応用につなが
ることを意味する． 
こうした触覚呈示の中でも，対象物が何でできているかという材質感の呈示は対象物への接し
方といった心理的距離を表現できる手段となりうる．例えば，人肌のように暖かく柔らかいもの
であれば，対象を親身に感じ優しく接するであろう．また金属のように堅牢なものであれば，あ
る程度外力を加えても崩壊しないだろうといった予測から，多少乱雑に扱っても問題ないといっ
た安心感が生じる． 
しかしユーザの能動性を伴う触覚呈示は，通常大がかりな装置を必要とし，一般への普及の障
害となっている．そのため触覚呈示技術は，冒頭で述べた魅力的な可能性を秘めているにも関わ
らず，視聴覚呈示技術ほど社会的認知が高くない．触覚呈示の将来性を流布させるために，簡便・
安価で，かつ社会にインパクトを与える高品位な触覚呈示手法が必要である． 
この課題を解決するために，本論文ではまず視覚による錯覚現象を利用した擬似的な触覚呈示
を検討する．視覚による錯覚現象の一つとして，マウスカーソルなど自己の運動が投射された対
象の速度変化によって擬似的な触覚が生じる錯覚現象（pseudo-haptics）が知られている．一方
で従来の pseudo-haptic は視覚刺激を用いるため力や抵抗感のような低周波成分の触覚呈示は可
能であるが，皮膚感覚的な高周波帯域の触覚呈示が困難であり，皮膚感覚でのみ知覚可能な物体
表面の細かなテクスチャや材質感を再現することはできなかった． 
そこで私は視覚的に誇張された振動運動を表示することで従来の pseudo-haptic よりも高い周
波数の疑似触覚を生成する手法 pseudo-vibrotactile を提案する．本論文ではまず
pseudo-vibrotactile によってゴム，木，アルミニウムの材質感を再現し被験者実験よりその有効
性を検証する．次にボイスコイルを搭載した簡便かつ安価なスティック型触覚呈示装置の開発に
ついて述べる．そして同装置を利用した触振動刺激と pseudo-vibrotactile の組み合わせによる触
覚呈示手法および実物体への触振動刺激重畳による材質感変調手法を提案する．最後に本触覚呈
示手法の応用性について検討し，今後の展望とともに本論文を結ぶ． 
